



















































ａ　表 層 へ の 着 目：「題名」というテクストの表層的特徴に着目する〈問い〉である。
ｂ　部分テクストへの着目：部分テクストが指定されており，読みのリソースの共有がなされている。










































































































































































































23Kh   
24Ht   
25Na   
え：：っと，蟻が蝶の羽をひいていく，これは／／うん，この絵は引いて
／／引いてねえし。
はい，はい。
え：：（笑）え：：と，これは逆にして，あ，は，蝶が，蟻の（笑）＝
＝そういうこと？（笑）
持っている。
そういうこと？蝶が蟻を引いていくなの？
引いていくところから，ヨットが感じられました。
待って，持っている／／蝶が。蝶が持ってるよ，なんか。持っている蝶が。これちょっと日本語おかしくね
えか？
／／なんでヨットなの？え？
(６）何を考えてこの絵になったのかね？
蝶が（４）蝶が蟻を引いていくっていう（笑）
いやこれもう，この状態だと蝶が蟻になって
そう。
（中略：稿者）
（４）あ，ヨットの所からこうなったじゃない？
あ：：／／ヨットってこと？
／／協力してやってるからって
23
　Htが所属するこの班においても，2Hy「引いてねえし」，13Hy「この
状態だと蝶が蟻になって」等のように，イメージ図とテクストのずれに
ついて言及する発話が見られる。一方で，イメージ図で描かれた蟻の不
自然な大きさについて指摘した上で「ヨットのやうだ」というテクスト
と結び付けて，ヨットの船体を表現していると推測している。
　第１時の〈問い〉に対する考えでは，Htは「蟻と蝶が存在する場所
だから土という題名に納得できる」という，題名とテクストの一部分の
関連のみを捉えて意味付けを行っている。しかし，イメージ図をもとに
上記のような交流を経て，「土を海に見立てる」という表現の仕方に着
目するようになった。これは，23Khの「ヨットの所からこうなったん
じゃない？」という指摘により，蟻の描かれ方と「ヨットのやうだ」と
いうテクストの繋がりを見いだすことができたと考えられる。29Ht「明
らかに蟻の方がちっちゃいけど，蟻を大きくした」のように，実際の蟻とヨットに見立てられた蟻を対比的に捉えてい
る様子からも，Htが比喩表現に着目した上で，イメージ図を見直していることが分かる。
　この後，第３時において再度〈問い〉について読みの交流を行った際には以下のようなHtの発話が見られた。
　第１時の読みの交流では，５分間という交流の中で，発話数が５回と極端に少なかったのに対して，第３時では16回
と増えていた。また，46Ht，49Htの発話から，自分の読みに自信をもっていることが伺える。
　　③　学習者Ymの班のプロトコル
26Hy
27Ht
28Na
29Ht
30Hy
31Ht
32Hy
あ，そういうこと？ヨットって＝
＝ヨットがこういう形で＝
＝これが船で，これが船で
蟻のサイズが，この，この，えっと，明らかに蟻の方がちっちゃいけど，蟻を大きくした。
この消しカスだとすんじゃん，蟻が。それに，違う，ちょうちょそんくらいだよ，そしたらちょうちょこ
んくらいだよ。ちょうちょの大きさが同じ，やばいって。
（15）ヨットのやうだ：：から出てきたと思います。
ヨットを，え：：と蟻が，乗る場所で，蝶が，帆。だって蟻こんなでかくないもん。だって他のはこんな
ちっちぇのによ，このひげみたいなのかいてるし。これ分かった，これあれだよ，何かと思ったらさ，虫
眼鏡。
（図２　イメージ図Ｂ）
第３時　〈問い〉に対する読みの交流
45Hy
46Ht
47Na
48Kh
49Ht
え：：と，土を海に喩えて，蟻をヨットの乗るところに喩えて，ちょうちょを，えっと，何だっけ，帆に喩
えているから，だから，その土という題名にした。
まあ，土が海ってことは確実だよね。
土が海。
（５）土が，海にあ，そういうこと。
土が海で，蟻が乗るとこ，船体で，羽が，帆。
第２時　イメージ図についての意見交流の場面
【イメージ図Ｃ（図３）についての意見交流】
12Wk
13Ky
14Ir
15Wk
16Ir
17Ky
18Ir
19Wk
20Ky
21Ym
22Wk
23Ym
待って待って，まず，「引いていく」とか何か，詩の中の言葉で，どういう言葉からこういうのが想像できたか。
え：：と＝
＝なんか／／ヨットに見立てるように
／／「引いていく」ですね，これは。
ヨットに見立てるように立てている。
引いている？
ヨットに見立てるようにしてる。
今から運ぶところだ。
羽が立ってるから，ヨットの帆だよね。
だからこれヨットの絵
ヨットの絵が蝶と対応してるから
蟻が船のところで，羽が帆，土が海。
24
　Ymは，第１時で図４（イメージ図Ｄ）のような「水たまり」のイメージ図
を描いていた。これは，「ああ」という言葉から，悲しみの感情を想起し，涙
が水たまりになるイメージから描いたものであった。考えの根拠となるテクス
トが「ああ」のみであり，悲しみや涙を明確に連想させる根拠はないことから，
Ymの状況の文脈に依存した飛躍した読みであると言える。そのため，Ymは
第１時の段階では，土とヨット・海の繋がりが見いだせていない。しかし，イ
メージ図Ｃについて考える中で，20Kyの発話を受け，23Ymで説明しているよ
うにヨットの絵と蟻・蝶の姿が対応していることに気付いている。
　このやりとりの後に行った〈問い〉に対する読みの交流では，以下のような
Ymの発話が見られた。
　蝶のヨットが海に浮かぶヨットを連想するように描かれているイメージ図Ｃ
によって，Ymは「土→蟻と蝶→ヨット→海」というイメージの広がりを感じ
たと言及していた。イメージ図について意見交流したことにより，Ymの読み
が軌道修正され，「土」という題名に，より具体的な意味付けがなされたと言
える。
４　まとめ
　学習者個々が抱く詩のイメージをイメージ図として描き，それについて意見
交流することで，状況の文脈に依存しやすい詩の読みが，テクストに沿った読
みに修正されたり，新たな視点を得た読みに深化したりする様相が確認できた。また，そうした変容が見られた班では，
テクストとイメージ図との整合性を吟味する発話が多く見られた。これらの点から考えると本実践で行ったイメージ化
を取り入れた学習デザインは，「言葉による見方・考え方を働かせる」詩の読みの学習デザインとして十分活用できる。　
　一方で，イメージ化を取り入れた学習デザインを構想する際には，イメージとテクストとを行き来し，その関連につ
いて検討するような場が必要である。そのためには，読みの交流を促す〈問い〉の要件を満たした学習課題の設定を含
む，十分な教材分析が欠かせない。今後も，他教材においてイメージ化を取り入れた学習デザインを構想し，イメージ
とテクストの整合性を図るための交流の手法や要件について実践を重ねたい。
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（図３　イメージ図Ｃ）
第３時　〈問い〉に対する読みの交流
53T
54Ky
55Ym
どんなことを話し合いました？
えっと，土，が，土があって，蟻と蝶が，蟻がいて，で蝶の羽を引いていくから，それがあの，それがヨット
に見えて，ヨットは海で，海に浮いてるから，だから，海を土に喩えてるから，ちょっとは関係あるってこと
最初は目線が土に行くけど，蟻と蝶に行って，ヨットに行って，海に広がっていく感じ。
（図４　イメージ図Ｄ）
〈プロトコルの表記方法〉
　プロトコルの書式は，松本（2004)6)に準じる。
記号については以下のとおりである。
〈記号〉
／／　発話の重なり。直後の／／の後の発話が重
なっている。
＝　途切れのない発話のつながり。直後の＝の後
の発話がつながっている。
（　）　聞き取り不能。中に記述のある場合は，聞
き取りが不完全で確定できない内容。
（３）３秒の沈黙。
（.）「、」で表記できないごく短い沈黙。
：：　直前の音がのびている。
―　直前の音が不完全のまま途切れている。
、　発話中の短い間。プロソディー上の区切りの
表示を伴う。
　　下線部の強調（音の大きさ）
。　。　間の音が小さい。
((　))　注記　
